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京二中鳥羽高校同窓会（京都府立鳥羽高等学校内）

〒601-8449　京都市南区西九条大国町 1	 　TEL:075-672-6788		FAX:075-691-7448
	 　	URL　http://www.kyo2toba-dosokai.jp（右）

『京二中鳥羽高ものがたり』

　昨年はコロナ禍での三年生スタートということもあり、先生方は勿論のこと
皆さまにおかれましても大変困惑したスタートだったと想像できます。特に三
年生は、高校生活において人生を左右するといっても過言ではない一年間を
過ごされました。その一年間を無事過ごされ、これから新たな世界へ羽ばた
かれる皆様は、どんな困難にも打勝つ忍耐力と想像力を例年の卒業生をも凌
ぐくらいに身につけられたと思います。このコロナ禍では、社会全体が大き
な変化を迫られており、その変化の波のスピードは、デジタル化をはじめとし、
想像をもはるかに超えて進んでいます。しかし、今年卒業される皆様を待ち
構える世界は、デジタル一辺倒ではありません。デジタルとデジタルを繋げ
るのは結局は人と人なのです。この一年間で鳥羽高校の三年生は一致団結
でき、横の繋がりをより強固にできたはずです。加えて、ＯＢには色々な分
野で活躍する方々がおられます。同窓会では横の繋がりは勿論のこと、特に
縦の繋がりが今後の皆様に対し大きなものになってくると思います。
　鳥羽高校という同じ学び舎で学んだ同士として、これからの人生において
の一助となるべく、一緒にコロナ禍を乗り切り、笑顔で皆様とお会いできるこ
とを楽しみにしております。　　　　　　　　　　　　理事　小川　能弘

【お申込先】		㈱昭英社 　℡ 075-351-1811（代）
  京二中鳥羽高校同窓会

　この度は御卒業おめでとうございます。新たに同窓会の一員となる皆様を、心より歓迎いたします。
　私は現在、京都を離れ関東に在住しておりますが、関東では京都二中・鳥羽高校卒業生による「関東・京二中鳥羽同窓会」を
ささやかながら運営しております。現在、主だった活動としては毎年 11 月に関東同窓会としての集まりを開催しております。昨年は
新型コロナウィルスの影響により、我々の大半が居住する一都三県でも行動の自粛が求められ、鳥羽一期生を中心とする幹事会で
も協議の結果、関東同窓会の中止を決定致しました。例年ですと東京駅近辺の会場に京二中・鳥羽高校卒業生が集結し、楽しい
時間を過ごしていたのですが非常に残念な結果となりました。中止の旨を二中卒業生の皆様にメール・電話にて御報告したのです
が、嬉しいことに卒業生の方は皆、非常にお元気に過ごされているご様子でした。次回は是非、開催出来るよう心から願っております。
例年、小規模な集まりではありますが、卒業生同士の絆を深める大事な場として活動を継続しております。ご興味のある方は是非、
御一報下さい。　（副会長　奈佐　和也）

関東京二中鳥羽同窓会の御紹介

http://kntk2ctoba.blog135.fc2.com/  【連絡先】  knt.k2c.toba@gmail.com 

関東でも
京二中鳥羽同窓会

Fight!
ご
挨
拶

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
会
長
　
佐
々
木
　
克
佳
　

平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
自
粛
が
続
き
、
い

つ
終
息
す
る
の
か
先
の
見
え
な
い
毎

日
を
不
安
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
活
動
に
つ
き

ま
し
て
も
2
月
の
同
窓
会
入
会
式
以
降
の
理
事
会
、
役
員
会
お
よ
び

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
理
事
に
よ

る
書
面
で
の
総
会
議
案
承
認
と
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
同
窓
会
と
し
て
鳥
羽
高
校
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
鳥
羽
高
校
か
ら
「
れ
ん
が

祭
」
催
行
に
あ
た
り
生
徒
全
員
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
配
付
し
た
い

の
で
、
同
窓
会
で
寄
付
を
お
願
い
し
た
い
。
と
の
緊
急
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。
私
の
一
存
で
寄
付
を
決
定
し
、
本
来
必
要
な
手
続
を
事
後

承
認
と
し
て
、
理
事
の
皆
さ
ん
に
ご
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
快

諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鳥
羽
高
校
か
ら
は
「
同
窓
会
の
支
援
で

生
徒
の
安
全
を
確
保
で
き
た
」
と
非
常
に
感
謝
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

れ
こ
そ
が
、
同
窓
会
の
存
在
価
値
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
が
集
っ
て
の
総
会
や
懇
親
会
も
大
切
で
す
が
、
同
窓
会
（
同
窓

生
）
が
現
役
の
生
徒
に
何
が
で
き
る
の
か
。
先
輩
同
窓
生
が
後
輩
の

同
窓
生
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
を
同
窓
会
と
し

て
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
状
況
が
速
く
終
息
し
、
平
穏
な
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

ご
挨
拶

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
顧
問
　
山
内
　
健
也

鳥
羽
高
校
教
職
員
は
じ
め
京
二
中
鳥
羽

高
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
か
ら
同
窓
会
の
一
員
と
な
ら

れ
る
皆
さ
ん
、
高
校
ご
卒
業
、
同
窓
会
へ
ご

入
会
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
、
皆
さ
ん
が
同
窓
会

で
得
ら
れ
る
幅
広
い
人
と
の
繋
が
り
を
、
有
意
義
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
因
っ
て
、
多
方
面
で

社
会
活
動
に
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。
同
窓
会
も
ま
た
、
例
年
通
り
の
取
り
組

み
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
総
会
に
就
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
報
告

と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
が
、
佐
々
木
会
長
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
は
、
普

段
に
も
増
し
て
ご
考
慮
頂
い
た
こ
と
と
、お
察
し
い
た
し
ま
す
。こ
の
状
況
は
、

未
だ
先
が
見
通
せ
ま
せ
ん
。
鳥
羽
高
校
を
縁
に
人
の
繋
が
り
を
広
げ
、
母
校

を
応
援
す
る
と
い
う
同
窓
会
本
来
の
働
き
を
果
た
す
に
も
、
工
夫
が
要
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
、
私
の
周
囲
を
見
渡
し
ま
す
と
、
誰
も
が
次
に
向
か
っ
て
持
続
も
し
く

は
展
開
す
る
た
め
に
、
自
ら
状
況
を
見
据
え
、
考
え
、
決
心
を
持
っ
て
行
動

し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
困
難
な
時
こ
そ
、
自
身
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
よ
く
考
え
る
好
機
な
の
で
す
。
同
窓
会
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
展

開
を
目
指
す
の
か
、
よ
り
良
い
方
向
へ
進
む
よ
う
、
新
た
な
手
法
も
活
用
し

な
が
ら
、
学
校
と
、
会
長
を
先
頭
と
し
た
同
窓
会
に
関
わ
る
皆
で
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 発売中！
頒価	1,000円（京二中創立 115 周年記念）

　私は小学校からウエイトリフティングを始め、強豪校であ
る鳥羽高校で 3 年間競技と勉学に励みながら高校生活を送り
ました。部活動では全国大会で団体優勝を 4 度経験させても
らい、チームに貢献することができました。また、国際大会
にも出場させていただいたことで世界基準で競技に向き合う
ことができ、心身共に大きく成長できた 3 年間だったと思い
ます。
　今は東京国際大学で 2024 年パリオリンピックに向けて日々
練習に取り組んでいます。高校で出逢った素敵な先生方や先
輩方の御指導のお陰で今、自分がこの環境で競技に取り組め
ていると思います。パリオリンピックでメダル獲得を目標に
これからも頑張りますので応援よろしくお願いします。

活躍する卒業生− 橋本 菫さん ウエイトリフティング部出身　東京国際大学２年（33期生）

「同窓会総会・懇親会」は毎年 11 月～ 12
月上旬に京都市内で開催しています。詳細
は、京二中鳥羽高校同窓会のＨＰをご覧く
ださい。同窓会では若い卒業生のみなさん
の力を必要としています。お誘い合わせの
上、多数の御参加をお待ちしています。

同窓会総会・懇親会
のご案内

◉全国・世界大会等出場生徒に対する激励金
◉生徒海外研修等の教育活動支援
◉卒業生への記念品
◉記念行事の際に学校と共催で実施　など

　※今年度はコロナ感染対策用として「フェイスシールド」を支援しました。

同窓会は鳥羽高校に、こんな支援をしています

　同窓会に入会されるみなさんへ

【主な成績】
＜鳥羽高校在学中＞ 
⃝ 2018 年ユースオリンピック競技大会出場
⃝アジアユース選手権大会第３位 
⃝日本高校新記録樹立
＜東京国際大学進学後＞
⃝ 2019 年世界ジュニア選手権大会出場
⃝ジュニア日本新記録樹立

令和２年度 同窓会総会・懇親会について

　令和２年度の京二中鳥羽高校同窓会総
会・懇親会については、新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大の防止の観点から、
多くの参加者が集まっての開催は困難であ
るとの判断により、残念ながら開催中止と
いたしました。本来であれば、今年度は卒
業して 30 年目の節目となる鳥羽高校５期生
を中心に参加いただき、盛大に開催する
予定でした。例年、懇親会では、鳥羽高
校放送部の協力により作成した「京二中鳥
羽高ものがたり｣ のＤＶＤ上映、参加者に
よる在校当時の思い出のスピーチなどを行
い、懐かしい旧友との再会や学年・世代
を超えた新しい出会いの場となっています。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大が収
束し、来年度は総会・懇親会が盛大に開
催できることを願っています。開催の折に
は、多くの卒業生の皆様の御参加を期待し
ております。
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第
一
章
　
総
　
則

第
一
条
　
本
会
は
、
京
二
中
鳥
羽
高
校

同
窓
会
と
称
し
、
そ
の
本
部
を
京
都

府
立
鳥
羽
高
等
学
校
内
に
置
く
。

第
二
条
　
本
会
は
、
会
員
相
互
の
友
誼

を
深
め
、
母
校
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章
　
会
　
員

第
三
条
　
本
会
は
、
下
記
の
会
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

一
　
正
会
員

※
京
都
府
立
京
都
第
二
中
学
校

卒
業
生

※
京
都
府
立
鳥
羽
高
等
学
校
全

日
制
卒
業
生

※
両
校
に
在
学
し
た
者
で
、
会

員
の
紹
介
に
よ
り
理
事
会
が

入
会
を
承
認
し
た
者

二
　
特
別
会
員

両
校
現
旧
教
職
員
、
ま
た
は
理

事
会
の
推
薦
す
る
者

第
四
条
　
会
員
は
、
住
所
、
氏
名
、
そ

の
他
名
簿
記
載
事
項
に
変
更
の
あ
っ

た
場
合
は
、
本
会
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
役
　
員

第
五
条
　
本
会
に
下
記
の
役
員
を
置

き
、
任
期
は
各
二
年
と
し
、
重
任
を

さ
ま
た
げ
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
名
誉
会
長

会
員
の
中
か
ら
理
事
会
の
議
を

経
て
会
長
が
推
挙
す
る
。

二
　
会
　
長

正
会
員
の
中
か
ら
一
名
を
理
事

会
が
推
挙
し
総
会
で
選
出
す
る
。

三
　
副
会
長

両
校
ご
と
の
正
会
員
の
中
か
ら

若
干
名
を
会
長
が
指
名
す
る
。

四
　
理
　
事

両
校
ご
と
の
正
会
員
及
び
特
別

会
員
の
中
か
ら
若
干
名
を
、
ま

た
、
ほ
か
に
母
校
の
現
職
員
の
特

別
会
員
の
中
か
ら
幹
事
会
の
推

薦
に
よ
っ
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

五
　
幹
　
事

正
会
員
の
中
か
ら
原
則
と
し
て

卒
業
年
度
ご
と
に
二
名
を
選
出

す
る
。

六
　
監
　
事

正
会
員
の
中
か
ら
二
名
を
会
長

が
指
名
す
る
。

七
　
顧
　
問

母
校
現
職
校
長
を
推
し
、ま
た
、

会
員
の
中
か
ら
会
長
が
推
挙
す

る
。

第
六
条
　
役
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
名
誉
会
長
及
び
顧
問
は
、
会
務

運
営
に
つ
い
て
必
要
な
助
言
を

与
え
る
。

二
　
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務

を
統
括
す
る
。
ま
た
、
総
会
、

理
事
会
、
幹
事
会
を
招
集
し
て

そ
の
議
長
と
な
る
。

三
　
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
会

長
に
事
故
あ
る
時
は
代
行
す

る
。

四
　
理
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
て

会
務
を
協
議
、
執
行
す
る
。

理
事
の
う
ち
、
会
長
の
指
名
す

る
若
干
名
で
本
会
の
庶
務
会
計
に

関
す
る
日
常
事
務
を
担
当
す
る
。

五
　
幹
事
は
、
そ
の
卒
業
年
度
の
会

員
の
連
絡
に
当
り
、
ま
た
、
幹

事
会
に
出
席
し
、
理
事
会
の
決

議
に
基
づ
き
会
務
を
担
当
す
る
。

六
　
監
事
は
、
会
計
に
関
す
る
事
項

を
監
査
す
る
。

第
四
章
　
事
　
業

第
七
条
　
本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、下
記
の
事
業
を
行
う
。

一
　
総
　
会

毎
年
、
京
都
市
に
お
い
て
開
催

す
る
。

な
お
、
必
要
の
あ
る
場
合
、
随

時
、
臨
時
総
会
を
開
く
。
　

二
　
理
事
会
、
幹
事
会

必
要
な
と
き
に
開
く
。

三
　
理
事
会
に
お
い
て
適
切
と
認
め

る
事
業
。

第
五
章
　
会
　
計

第
八
条
　
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄

付
金
、
事
業
収
益
金
、
財
産
収
益
金
、

そ
の
他
を
も
っ
て
、こ
れ
に
あ
て
る
。

第
九
条
　
正
会
員
は
、
卒
業
時
に
終
身

会
費
を
納
入
す
る
。
そ
の
額
は
理
事

会
に
お
い
て
定
め
る
。

第
十
条
　
総
会
及
び
各
種
集
会
に
要
す

る
経
費
は
、
そ
の
つ
ど
こ
れ
を
定

め
、
原
則
と
し
て
出
席
者
か
ら
徴
収

す
る
。

第
十
一
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎

年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月

三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第
十
二
条
　
会
計
及
び
事
業
報
告
は
、

総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
行
う
。

第
六
章
　
支
　
部

第
十
三
条
　
会
員
の
多
数
存
在
す
る
地

方
に
本
会
支
部
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
支
部
の
設
置
及
び
そ
の
規
約
は
、
理

事
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
四
条
　
支
部
は
、
そ
の
代
表
者
よ

り
支
部
会
員
の
名
簿
、
役
員
の
指
名

並
び
に
会
務
概
況
を
本
部
に
報
告

し
、
常
に
本
部
と
の
連
絡
を
保
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
規
約
の
変
更

第
十
五
条
　
規
約
は
、
理
事
会
の
決
議

に
よ
っ
て
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
次
の
総
会
に
お
い
て
、

そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

附
　
則

一
　
昭
和
六
十
一
年
度
卒
業
の
正
会
員

の
終
身
会
費
は
、
三
〇
〇
〇
円
と

す
る
。

二
　
本
規
約
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
。

三
　
本
規
約
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一

月
三
日
に
一
部
改
正
す
る
。

四		

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
以
降
の
正

会
員
の
終
身
会
費
は
、
四
〇
〇
〇

円
と
す
る
。

　
京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
規
約

令和２年度　京二中鳥羽高校同窓会　役員名簿 令和２年度卒業生 同窓会幹事紹介
 役職 期  氏名

名誉会長 京二中 49 内田　昌一
顧 問 校長 川口　浩文
顧 問 鳥羽１ 山内　健也
会 長 鳥羽 2 佐々木克佳
副 会 長 京二中 45 國井　和扶
副 会 長 鳥羽１ 奈佐　和也
副 会 長 鳥羽 3 乾　 明 紀
副 会 長 鳥羽 5 岩佐　隆之

 役職 期  氏名

理 事 京二中 47 向井　博一
理 事 京二中 48 那須　信孝
理 事 鳥羽 4 藤澤　正則
理 事 鳥羽 5 小川　能弘
理 事 鳥羽 15 市川　靖久
理 事 事務長 村田　純子
監 事 鳥羽１ 藤田　雅己
監 事 鳥羽 3 谷内　伊吹

前
向
き
に
、
た
く
ま
し
く

（	◎は、学年代表幹事	）

京
都
二
中
、
鳥
羽
高
校
の
同
窓
の
皆
様
、
そ
し
て
旧
教
職
員
の
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
・
御
協
力
い
た
だ

く
と
共
に
、
母
校
発
展
の
た
め
教
育
振
興
に
係
る
御
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
四
月
・
五
月
の
学
校
休
校
や
、

部
活
動
の
各
種
大
会
の
中
止
、
研
修
旅
行
の
中
止
な
ど
の
大
き
な
影
響
を
在
校
生
に
与
え
、
今
も
感
染
拡
大
防

止
に
懸
命
に
努
め
な
が
ら
教
育
活
動
を
行
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
は
社
会
全
体
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
同
窓
の
皆
様
の
生
活
も
大
き
く
変
化
さ
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
一
年
間
、
在
校
生
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
が
、
社
会
全
体
に
及
ぶ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
感
染
予
防
を
意
図
し
た
生
活
は
自
分
と
身
近
な
人
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
医
療

危
機
の
改
善
に
つ
な
が
る
な
ど
社
会
全
体
の
回
復
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
高
校
生
活
を

送
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
九
月
の
れ
ん
が
祭
は
、
従
来
の
合
唱
や
演
劇
か
ら
、
密
を
避
け
る
た
め

に
展
示
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
企
画
内
容
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
残
暑
の
中
、
熱
中
症

に
も
留
意
し
な
が
ら
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
る
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
時
、
同
窓
会
か
ら
御
支
援
を
い
た
だ
い

て
、
生
徒
全
員
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
配
付
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
支
援
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
折
々
に
在
校
生
を
気
に
か
け
て
い
た
だ
く
諸
先
輩
の
御
配
慮
に
触
れ
て
、
意
を
強
く
し
た
次
第
で
す
。

昨
年
度
ま
で
の
五
年
間
、
本
校
は
、
国
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
G
H
）
の
指
定
を
受
け
、

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
実
践
に
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
、本
年
度
は
W
W
L
（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支
援
事
業
に
お
い
て
、

全
国
で
22
校
し
か
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
拠
点
校
（
事
業
主
体
京
都
府
教
育
委
員
会
）
の
指
定
を
受
け
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冷
泉
流
披
講
に
よ
る
歌
会
や
華
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
の
伝
統
文
化
に
浸
る
活
動
や
高

い
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
種
々

の
活
動
の
様
子
は
、
京
都
府
W
W
L
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
御
覧
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

昨
秋
、
京
都
文
化
博
物
館
の
総
合
展
示
で
、
本
校
に
所
在
す
る
京
二
中
の
価
値
あ
る
「
た
か
ら
も
の
」
を
約

三
ヶ
月
間
展
示
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
解
説
パ
ネ
ル
の
作
成
に
は
本
校
在
校
生
が
関
わ
っ
て
お
り
、
長
き
に
わ

た
っ
て
連
な
る
京
二
中
・
鳥
羽
高
校
の
伝
統
を
表
象
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
校
庭
の
四
季
の
移
り
変
わ
り

と
と
も
に
青
春
の
日
々
を
過
ご
し
、
社
会
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
同
窓
生
の
皆
様
、
ま
す
ま
す
会
員
の
皆
様
の
友
誼

を
深
め
ら
れ
ま
す
と
と
も
に
、
母
校
に
て
た
く
ま
し
く
、
し
な
や
か
に
今
を
生
き
る
若
者
た
ち
の
成
長
の
姿
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
母
校
発
展
に
向
け
て
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
す
こ
と

を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

今北　堅信さん （京都市立二条中学校出身）

私は鳥羽高校に入学して社会に通用す
る人間に成長するという目標を立て、こ
の三年間励んできました。鳥羽高校は挨
拶や礼儀、身だしなみなどを厳しく指導
されており、このようなことは社会に出
てから当たり前のようにしないといけな

いため、御指導をいただきとても感謝しています。私に
関係していただいた方々、本当にありがとうございました。

冨塚　康幸さん （京都市立安祥寺中学校出身）

私はこの三年間で、沢山の人と出逢
い、沢山のことを学び、沢山の素晴らし
い経験ができました。個性豊かな仲間や
先生がいてくれたから勉強もれんが祭な
どの行事も全力で楽しんで取り組む事が
できました。この出逢いには感謝しかあ

りません。そしてこれを糧に新たな世界を開拓していき
たいです。

竹花　統吾さん （京都市立西京極中学校出身）

私の鳥羽高校での３年間は、とても実
りのあるものでした。時には勉強しても
結果がでないこともありましたが、真
摯に生徒と向き合ってくださる先生方と
互いの成長を喜びあえる友達がいたこと
で、諦めずに学び続けることができまし

た。これからは、人に支えられるだけでなく、人を支え
ていけるよう努めていきます。

伊藤　つくしさん （京都市立西京極中学校出身）

私はこの三年間で、主体性を持ち行動
することで日々の学びを充実したものに
する事ができると感じました。また、勉
強面での学びだけでなく、探究学習の活
動からは、何事にも多くの視点に立って
取り組み、文理を問わずたくさんのそし

て幅広い見聞を持つことが大切だと学びました。この姿
勢を大切に将来を形成していこうと思います。

今年の卒業生からのメッセージ

川
口
　
浩
文

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
顧
問

京
都
府
立
鳥
羽
高
等
学
校
校
長

1 組 今北　堅信 福嶋　理公
2 組 定影　桜優 ◎ 寺井　悠人
3 組 太田　葉月 冨塚　康幸
4 組 竹花　統吾 田村　陽菜
5 組 伊藤つくし 古田　					愛
6 組 ◎ 岩崎由季子 岡本　麻衣
7 組 上林　彩乃 小林　				翔
8 組 命苫　竜也 森田　智大


